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彙
　
　
報

○
開
講
科
目
（
二
〇
一
〇
年
度
）

 

【
全
学
教
育
科
目
】 

＊
印
は
他
講
座
教
員
と
の
共
同
オ
ム
ニ
バ
ス
授
業

古
典
の
世
界
「
東
洋
の
こ
こ
ろ
：
論
語
講
読
」 

静　

永　

准
教
授

 

【
文
学
部
・
学
科
共
通
科
目
】

文
学
基
礎
（
後
期
） 

竹＊

村
教
授
・
静
永
准
教
授

人
文
学
Ⅰ
「
東
ア
ジ
ア
世
界
の
交
流
と
変
容
」（
後
期
）

 

竹＊　

村　

教　

授

人
文
学
Ⅱ
「
生
と
死
の
探
求
」（
後
期
） 

静＊　

永　

准
教
授

中
国
語
（
中
級
）
Ⅰ
Ⅱ
・
中
国
語
初
歩
Ⅰ
Ⅱ

 

（
九
州
産
業
大
学
）
呉 

紅
華 

教　

授

中
国
語
会
話
Ⅰ
Ⅱ
・
中
国
語
作
文
Ⅰ
Ⅱ 
戚　
　
　

教　

師

 

【
文
学
部
・
中
文
講
座
科
目
】

講
義　

中
国
の
出
版
文
化
と
中
国
文
学
史
研
究 

竹　

村　

教　

授

講
義　

旧
鈔
本
唐
詩
集
研
究
Ⅰ
Ⅱ 

静　

永　

准
教
授

演
習　
『
東
周
列
国
志
』
演
習 

竹　

村　

教　

授

演
習　

千
載
佳
句
所
収
唐
詩
訳
注
（
17
）（
18
） 

静　

永　

准
教
授

演
習　

濱
文
庫
唱
本
研
究 

戚　
　
　

教　

師

演
習　

中
国
文
学
研
究
法 

戚
教
師
・
静
永
准
教
授

演
習　

中
国
語
文
法
研
究
（
言
語
文
化
研
究
院
） 

西　

山　

准
教
授

集
中
講
義　

上
古
中
国
の
言
語
と
文
字
に
関
す
る
諸
問
題
（
前
期
）

 

（
東
京
大
学
）
大
西　

克
也　

准
教
授

彙　
　

報

集
中
講
義　

中
国
文
化
論
「
東
ア
ジ
ア
の
海
域
交
流
」（
後
期
）

 

（
東
京
大
学
）
小 

島 　

毅　

准
教
授

 

【
人
文
科
学
府
】

講
義　

中
国
の
出
版
文
化
と
中
国
文
学
史
研
究 

竹　

村　

教　

授

講
義　

唐
代
文
学
研
究
の
諸
問
題
（
１
）（
２
） 

静　

永　

准
教
授

演
習　

王
昭
君
文
学
史
研
究 

竹　

村　

教　

授

演
習　

白
楽
天
新
楽
府
訳
注
（
１
）（
２
） 

静　

永　

准
教
授

演
習　

中
国
文
学
研
究
法 

戚
教
師
・
静
永
准
教
授

論
文
指
導　

中
国
語
学
中
国
文
学
の
諸
問
題 

竹　

村　

教　

授

論
文
指
導　

中
国
語
学
中
国
文
学
の
諸
問
題 

静　

永　

准
教
授

○
学
位
論
文

清
代
歴
史
小
説
に
お
け
る
架
空
の
烈
女
像

 

︹
修
士
（
文
学
）︺
旦　

部　

啓　

子

北
方
謙
三
と
『
水
滸
伝
』 

︹
学
士
︺
日　

高　

舞　

佳

梁
祝
故
事
と
蝶 

︹
学
士
︺
中　

馬　

早　

菜

中
国
舶
来
動
物
と
江
戸 

︹
学
士
︺
石　

橋　

舞　

衣

中
国
中
世
小
説
に
お
け
る
幽
婚
譚 

︹
学
士
︺
岩　

本　

尚　

佳

『
封
神
演
義
』
に
お
け
る
太
公
望
像
の
研
究 ︹
学
士
︺
野　

口　

咲　

菜

白
居
易
と
喫
茶 

︹
学
士
︺
野　

田　

実　

里

○
中
国
文
藝
座
談
会

第
二
五
一
回
（
二
〇
一
一
年
二
月
五
日
）
於
四
階
会
議
室

曲
水
の
宴
と
詩
歌 

新　

谷　

香　

織

林
黛
玉
論 

古　

賀　

文　

也
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中
国
文
学
論
集　

第
四
十
号

日
本
雑
事
詩
に
見
え
る
黄
遵
憲
と
日
本 

西　

村　

紗　

理

中
国
か
ら
見
た
「
桜
」
―
中
国
人
留
学
生
た
ち
の
詩
を
辿
る
―

 

本　

田　
　
　

悠

広
州
嶺
南
大
学
に
お
け
る
日
中
文
学
交
流

 

―
劉
思
慕
と
草
野
心
平
を
中
心
に
― 

裴　
　
　
　
　

亮

元
雑
劇
中
的
程
式
化
用
語
「
看
有
甚
么
人
来
」 

戚　
　
　

世　

雋

第
二
五
二
回
（
二
〇
一
一
年
三
月
五
日
）
於
四
階
会
議
室

狐
と
悪
女
―
『
封
神
演
義
』
の
妲
己
を
中
心
に
― 

神　

代　

さ
お
り

北
京
の
宮
殿
群
と
文
学 

今　

村　

彩　

乃

近
代
女
性
作
家
梅
娘
と
日
本 

深　

町　

麻　

未

『
魚
』
に
現
れ
る
梅
娘
の
女
性
観 

松　

岡　

千
絵
莉

寒
山
双
重
像
形
成
縁
起
考 

鄭　
　
　

文　

全

明
・
胡
応
麟
に
お
け
る
『
捜
神
記
』
輯
佚
過
程 
雁　

木　
　
　

誠

第
二
五
三
回
（
二
〇
一
一
年
四
月
二
十
三
日
）
於
四
階
会
議
室

辞
賦
か
ら
見
る
三
国
志 

栗　

山　

雅　

央

則
天
武
后
と
唐
都
長
安 

種　

村　

由
季
子

江
戸
時
代
に
お
け
る
明
楽
受
容
の
諸
問
題 

中　

尾　

友
香
梨

第
二
五
四
回
（
二
〇
一
一
年
七
月
三
十
日
）
於
四
階
会
議
室

元
稹
「
連
昌
宮
詞
」
の
新
意 

長
谷
川　

真　

史

明
・
呉
嘉
謨
『
孔
聖
家
語
図
』
と
明
代
出
版
業
の
発
展
隆
盛

 

楊　
　
　

文　

歓

欧
陽
脩
の
書
簡
九
十
六
篇
の
新
発
見
に
つ
い
て 

東　
　
　

英　

寿

九
大
漢
籍
蒐
集
史
―
狩
野
亨
吉
か
ら
の
図
書
購
入
―　
　

 

大　

渕　

貴　

之
・
山　

根　

泰　

志

第
二
五
五
回
（
二
〇
一
一
年
九
月
十
七
日
）
於
四
階
会
議
室

駱
賓
王
「
帝
京
篇
」
の
創
作
意
図
に
つ
い
て 

種　

村　

由
季
子

二
十
巻
本
『
捜
神
記
』
と
胡
応
麟 

雁　

木　
　
　

誠

日
本
伝
存
「
長
恨
歌
序
」
の
再
検
討 

陳　
　
　
　
　

翀

寒
山
詩
と
江
戸
文
人
た
ち 

鄭　
　
　

文　

全

第
二
五
六
回
（
二
〇
一
一
年
十
一
月
十
二
日
）
於
四
階
会
議
室

蕉
園
諸
子
と
西
泠
文
士 

李　
　
　
　
　

恬

詩
人
の
旅
―
杜
甫
の
入
蜀
と
陸
游
の
入
蜀
― 

甲　

斐　

雄　

一

○
学
会
・
研
究
会
の
開
催

＊
第
二
十
二
回
中
唐
文
学
会
大
会

 

（
二
〇
一
一
年
一
〇
月
七
日
、
於
箱
崎
・
理
系
キ
ャ
ン
パ
ス
21
世
紀
交
流
プ
ラ
ザ
）

＊
第
六
十
三
回
日
本
中
国
学
会
大
会

 

（
二
〇
一
一
年
一
〇
月
八
日
～
九
日
、
於
箱
崎
・
理
系
キ
ャ
ン
パ
ス
旧
工
学
部
本
館
等
）

○
他
学
会
・
研
究
会
で
の
発
表
（
九
大
中
文
室
生
の
み
掲
載
）

＊
第
五
十
九
回
九
州
中
国
学
会
大
会
発
表

 

（
二
〇
一
一
年
五
月
十
四
日－

十
五
日
、
於
鹿
児
島
大
学
）

元
雑
劇
に
お
け
る
定
型
句
「
看
有
甚
麼
人
来
」
に
つ
い
て

 

戚　
　
　

世　

雋

寒
山
伝
説
の
変
遷 

鄭　
　
　

文　

全

千
載
佳
句
所
収
唐
詩
句
の
来
源
に
つ
い
て 

静　

永　
　
　

健

＊
第
六
十
三
回
日
本
中
国
学
会
大
会
発
表

 

（
二
〇
一
一
年
十
月
八
日－

九
日
、
於
九
州
大
学
旧
工
学
部
本
館
）

則
天
武
后
の
洛
陽
駐
輦
と
駱
賓
王
「
帝
京
篇
」 

種　

村　

由
季
子
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彙
　
　
報
・
編
集
後
記

旧
鈔
本
「
長
恨
歌
序
」
の
真
偽 

陳　
　
　
　
　

翀

胡
応
麟
の
『
捜
神
記
』
編
集
に
つ
い
て 

雁　

木　
　
　

誠

○
公
開
講
座
等
出
講

＊
九
大
文
学
部
・
朝
日
カ
ル
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー
提
携
講
座

「
旅
の
人
文
学
」 

（
二
〇
一
一
年
四
月
十
六
日
）

漢
詩
に
お
け
る
旅 

静　

永　
　
　

健

「
今
、
生
命
（
い
の
ち
）
を
考
え
る
」 （
二
〇
一
一
年
十
二
月
十
七
日
）

孔
子
学
校
二
五
〇
〇
年
史
の
生い
の
ち命
の
根
源
を
考
え
る 

竹　

村　

則　

行

○
会
員
消
息
（
事
務
局
把
握
分
の
み
）

土
屋　

育
子 

 

二
〇
一
一
年
五
月
～
二
〇
一
二
年
二
月
、
九
州
大
学

内
地
研
究
員
。

○
会
員
近
著
（
事
務
局
把
握
分
の
み
）

中
尾
友
香
梨
『
江
戸
文
人
と
明
清
楽
』

 

（
汲
古
書
院
、
二
〇
一
〇
年
二
月
）

岡
村　

繁
・
井
上
敏
幸
編
『
広
瀬
旭
荘
全
集　

詩
文
篇
』

 

（
思
文
閣
出
版
、
二
〇
一
〇
年
十
一
月
）

間　

ふ
さ
子
『
中
国
南
方
話
劇
運
動
研
究
一
八
八
九
～
一
九
四
九
』

 

（
九
州
大
学
出
版
会
、
二
〇
一
〇
年
十
二
月
）

諸
田　

龍
美
『
白
居
易
恋
情
文
学
論
―
長
恨
歌
と
中
唐
の
美
意
識
―
』

 

（
勉
誠
出
版
、
二
〇
一
一
年
二
月
）

薄
井　

俊
二
『
天
台
山
記
の
研
究
』 （
中
国
書
店
、
二
〇
一
一
年
二
月
）

九
州
大
学
百
年
の
宝
物
刊
行
委
員
会
編
『
九
州
大
学
百
年
の
宝
物
』

 

（
丸
善
プ
ラ
ネ
ッ
ト
、
二
〇
一
一
年
二
月
）

中
尾
友
香
梨
『
歴
史
に
埋
も
れ
た
名
医
・
徳
永
雨
卿
』

 

（
佐
賀
大
学
地
域
学
歴
史
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
、
二
〇
一
一
年
三
月
）

濱　
　

一
衛
（
中
里
見
敬
整
理
）『
濱
一
衛
著
訳
集　
中
国
の
戯
劇
・
京
劇
選
』

 

（
花
書
院
、
二
〇
一
一
年
三
月
）

陳　
　
　

翀
『
白
居
易
の
文
学
と
白
氏
文
集
の
成
立　
廬
山
か
ら
東
ア
ジ
ア
へ
』

 

（
勉
誠
出
版
、
二
〇
一
一
年
四
月
）

神
鷹
德
治
ほ
か
共
著
『
旧
鈔
本
の
世
界
：
漢
籍
受
容
の
タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル
』

 

（
勉
誠
出
版
、
二
〇
一
一
年
四
月
）

岡
村　
　

繁
『
白
氏
文
集
』
７
下 （
明
治
書
院
、
二
〇
一
一
年
六
月
）

竹
村　

則
行
『
長
生
殿
訳
注
』 

（
研
文
出
版
、
二
〇
一
一
年
六
月
）

静
永　

健
・
陳　

翀
『
漢
籍
東
漸
及
日
蔵
古
文
献
論
考
稿
』

 

（
中
華
書
局
、
二
〇
一
一
年
九
月
）

○
受　

賞

＊
二
〇
一
一
年
度
日
本
中
国
学
会
賞
受
賞
﹇
文
学
・
語
学
部
門
﹈

 

『
藝
文
類
聚
』
編
纂
考 

大　

渕　

貴　

之

編 

集 

後 

記

本
号
は
巻
頭
に
岡
村
先
生
の
講
演
録
を
掲
載
し
た
ほ
か
、
会
員
か

ら
の
投
稿
も
過
去
に
無
い
多
数
に
な
り
ま
し
た
。
総
頁
数
二
〇
〇
頁

に
至
ら
ん
と
す
る
ボ
リ
ュ
ー
ム
は
本
誌
初
め
て
の
こ
と
で
す
。
今
後

も
更
な
る
斯
学
の
向
上
と
発
展
を
祈
り
ま
す
。 

（
静
永
記
）


